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特定非営利活動法人 コミュニティ・コーディネーターズ・タンク

CoCoT

平成１８年度事業報告

【期間】 設立の日～平成１９年 5 月 31 日

平成 18 年度は、事業計画に基づき、各部門の事業に取り組みました。

最も大きな成果としては、指定管理者としてまつど市民活動サポートセンターの事業を受託

し、平成 19年 4 月より事業を開始したことです。

また、自主事業部、サポートセンター受託事業部、経理･会計の 3 部門と担当理事の体制が整

いつつあります。CoCoT の運営体制と、個々の事業特に指定管理業務としてのサポートセンタ

ーの運営体制の線引きが明確になり、各々の体制とそこで確保すべき人材が見えてきました。

１．コーディネート事業

（１）地域の活性化

・ 千葉県健康福祉部児童家庭課の「子育て地域力強化モデル事業」として行われた、松飛台

地域子育て協議会主催の安心・安全のまちづくりワークショップにファシリテーターとし

て関わり、モデル事業の地域への浸透や多様な地域住民団体同士の交流に貢献しました。

    １回目 6月 25 日（日）13:30～16:00 参加者：40名

    ２回目 12月 10 日（日）13:30～16:00 参加者：40名

    場 所 松戸市立松飛台第２小学校地域連携教室

・ 小金原商店街活性化研究会（4 月 26日（木）13:00～16:00 テーマ：小金原地区の商店会

の活性化を考える。）に、講師として参加。商店会が NPO と連携してどのような取り組

みができるか、事例を話しあいました。

・ 「コミュニティ･コーディネーターとして働くということ」をテーマにして平成 19 年１

～2 月にミニ講演会を女性センター及び市民活動サポートセンターにて各 2 回、全 4回開

催しました。

（２）企業・事業者の CSR プログラム支援  

・ 民間企業の CSR プログラムの支援として、環境商品新規事業のコンサルティングを行い

ました。

２．調査研究事業

・ 平成 19 年 3月、文部科学省「青少年の意欲向上・自立支援に関わる調査研究事業」に企

画提案しました。
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３．人材育成・研修事業

・ 地域で活躍するために、自分自身の人生のたな卸しをし、新たな発見をするためのワー

クショップを開催しました。

  事業名：地域で自分を活かす「生き方ワークショップ」

開催日：平成 18年 5 月 20日

参加者：7名

参加費：1500 円

・ 地域課題解決に取り組む人や組織をつなぎ、新たな公共性のある社会的価値を創り出す

ためのコーディネーションスキルとは何かを考え、身につけることを目的としたセミナ

ーの開催に協力しました。

事業名：全国コーディネイト力アップ研究セミナー

開催日：平成 18年 6 月 17日～18 日

主 催：コーディネイト力アップ全国研究セミナー実行委員会

協 力：NPO 法人 ECOM   NPO 法人 CoCoT

参加者：34 名

参加費：8000 円

・ JPU 東部連絡会シニアライフ研修会 企画・講師派遣

・ NPO 法人 ECOM 主催ファシリテーター養成講座講師

４．情報交換・交流連携の事業

・ CoCoTのホームページを立ち上げました。

・ NPOネットワーキングの構築に関するワークショップを 2回行いました。

＜１回目＞

開催日時：平成 18年 7 月 1 日（土）13：30～16：00

テ ー マ：NPO のネットワーキング～NPO が力をつけていくには～

場 所：サポートセンター

参 加 者：21 名

＜2 回目＞（NPO 法人「持続可能な開発のための教育の 10 年」推進会議 ESD-J と共催）

開催日時：平成 18年 2 月 11日（日）13:30～16:30

テ ー マ：人が育つ、地域が育つ～松戸的 NPO ネットワーキング

参 加 者：22 名

・ 平成 18 年 10 月、松戸青年会議所主催の地域交流会にパネラーとして招待され、CoCoT

の活動について発表しました。



3

  ５．提言事業

・ まつど市民活動サポートセンターの指定管理者として、4 月に、まつど版サポート資源

提供システム研究会を設置しました。定例会議を毎月 1 回開催しています。NPO のニー

ズ把握を目的としたヒアリングの対象団体に、アンケートの送付を行いました。

      

  ６．公共施設等の管理・運営に関する受託事業

・ 平成 18 年 12月 6 日、松戸市とまつど市民活動サポートセンターの指定管理者による管

理運営に関する基本協定を締結しました。その基本協定書に基づき、平成 19 年 4 月 1

日、平成 19年度分管理代行料の額と支払方法を協定しました。

管理代行料 １９，４４３，４５１円

支払い方法 ４期分割



（法第10条第1項関係様式）

特定非営利活動法人コミュニティ・コーディネーターズ・タンク

代表理事　川瀬　裕思

科目

　Ⅰ　収入の部

   　 1　会費・入会金収入

  　  (1) 入会金収入 260,000

  　  (2) 会費収入 166,000

小計 426,000

  　  2　事業収入

  　  (1)コーディネート事業 592,280

   　 (2)調査･研究事業 0

   　 (3)人材育成・研修事業 70,000

  　  (4)情報交換・交流連携事業 0

  　  (5)提言事業 0

  　  (6)公共施設等の管理運営の受託事業 3,315,435

小計 3,977,715

      3　寄付収入 18,000

      4　助成金収入 50,000

      5　受取利息収入 258

      6　短期借入金収入 1,201,000

　　　　　　　　　　　　　当期収入合計(A) 5,672,973

　　　　　　　　　　　　　前期繰越収支差額 0

　　　　　　　　　　　　　収入合計(B) 5,672,973

　Ⅱ　支出の部

 　   1　事業費

  　  (1)コーディネート事業 68,100

   　 (2)調査･研究事業 3,540

   　 (3)人材育成・研修事業 4,380

  　  (4)情報交換・交流連携事業 34,090

  　  (5)提言事業 0

  　  (6)公共施設等の管理運営の受託事業 3,085,859

小計 3,195,969

 　   2　管理費

         給料手当 20,000

         旅費交通費 96,890

         通信費 80,030

         租税公課 9,100

         事務消耗費 152,278

         地代家賃 120,000

         賃借料 15,302

         会議費 6,140

         支払手数料 127,365

小計 627,105

　　　　　　　　　　　　　当期支出合計(C) 3,823,074

　　　　　　　　　　　　　当期収支差額(A)-(C) 1,849,899

　　　　　　　　　　　　　次期繰越収支差額(B)-(C) 1,849,899

金額（円）

2006年度特定非営利活動に係る事業会計収支報告書

2006年6月1日から2007年5月31日まで






